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「復興のデザイン　自己多様化するシステム」
東洋大学文学部　河本英夫
　本稿は、生物多様性や文化の多様性がとのようにして確保されるかを検討Lたものであろ，第一一に、
自然や生物の生存競争では、そのまま系ノ）臼然性に任せたのでは、おのずと均質化が進む仕組みを検
討した　そこてはノ、間による適度な技術的、ノロ：的な介人が、生物多様性に向けて必要であることを
強調していろ．第．二には、生物多様性はどのようft価値にかかわるの、二・を検討Lている　生物多様性
は、生命や身体の内奥に触れるような文化であり、固有の丈化価値をもつものとLて設定されねばな
らない．第二に、そのために必要とされるフログラムの要件を検討する中で、倫理的気質と人⊥的里
山の［J能性を検討した
キーワード，エントロピー、自己組織化、生物多様性、気質、人工的里山
　ここでは復興のデザインをシステム的に構想する．基本となるのは、生物的多様化、文化的多様化、
生活的な多様化を形成しうるシステムを構想することであり、みずから自身が多様化するシステムを
考案することである　多様性とは、対応可能性が広く、それじたいの内部に展開可能性を含みうる事
態である　そのために1960年代からさまざまなかたちで論じられてきた「自己組織システム」や最
先端のシステムである「オートポイエーシス：を活用する　オートホイー1・一・シスの場合、いわゆる「事
象へのまなざし！を内的に実行することができるので、生態学や農学には適、今性が高く、またそれ自
体で次々と多様化Lうる仕組みを内的に備えている　しかしこの多様化する仕組みは、理論的に整備
したとしてもそれを機械的に適用できはしないつまり理論構成を行い外からそれを適応するという
仮説演繹法的な理諭の扱いはできない　理論を個々の場面で応用するようにして数値を出すような
理論構想ではない　そこに多くの条件設定と．rl夫が必要となるが、なにkりもどのようにLてシステ
ムが分化し、多様化するかを個々の場面で実際に条件付けするようにして、示してみせなければなら
ない
1、システムの多様化はどのような仕組みか
　物理システムは、一般に時間とともにシステム全体が均質化する力向に進む．洗面器の水の中に青
インクを一滴たらしてみる　もやっと水の中にインクが広がる　それを放置しておくと、2，3日で
インクは水のなかに様に混ざる　一様に混ざった後には、それ以上に変化はない、いわゆる「平衡
状態一に到達して、そこで見かけ上系は静止する．この時、この系での「エントロピー」が極大にな
る　エントaピーは「均質さの度合い、を示す指標とでもいうべきもので、各系の時間的変化の相対
的指標である　エントUピー増大の規則は、熱力学第二法則として定式化されているもので、それが
発見された19世紀の後半には、宇宙全体もやがて熱平衡となり、静止した状態である「宇宙の死」
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が到来するのではないかとr・想されていたエントロピーはシステムの多様さを考える上で欠くこと
のできない指標である
　エネルギーとエントロピーの違いを確認しておく　たとえば地球．との緑地では、毎年米や麦が取れ
る．生産活動が毎年繰り返されている．それは太陽光の恵みを活用して行われていることは事実であ
る　かりに太陽光からエネルギーが地球にもたらされ、そのエネルギーを活用して生産活動が行われ
ていたとすると、エネルギーは地球上に固定される．つまり太陽光からのエネルギーが地球Eに積み
上がるかたちになる．かりにそうだとすると、地球は毎年暖かくなってしまう　だがそうした事実は
起きていない・地球温暖化と呼ばれる近年の現象は、地表数百メートル付近での大気の温暖化であり、
実際に夏の豪雨が激しくなったり、海洋の温度分付が変わり回遊魚の回遊コースが変化したり、場合
によっては南極の氷が部分的に溶け出しているとも言われる　だが地球全体の温度で言えば、約7万
年前に最も直近の氷河期が終わり、現在は問氷期の終盤あたっている　太陽光に由来するエネルギー
が地球に蓄積され続けているという事実は、認定できない．
　最近の地表付近の温暖化は、毎年地球の気温が徐々に上がるような変化ではない　そうだとすると
太陽光から得られたエネルギーとほぼ同じエネルギーが、地球の大気圏外に放出されていることにな
る　そのことに寄与する最大の自然現象は、海水が水蒸気となって大気の上層に移行するさいに、水
蒸気に大量に熱が含まれ、その後この水蒸気が冷やされて液化し、大量の雨となって降るさいに、大
気上層に熱を放散すろことである「これによって太陽光から得たエネルギーは、熱エネルギーのかた
ちで地球×気圏外に放出され、入力となるエネルギーと放出されるエネルギー量が等しくなり、エネ
ルギー的には入出力の均衡が実現していると考えられる　大局的に見れば、このとおりだろうと思え
?
　それでは毎年の米や麦の生育は、いったい何を活用して、生産活動を行っているのだろうか　明ら
かにエネ・レギーの落差ではない．．ここにエントロピーが関与している　太陽光は、エネルギー源とし
ては、最も多様な変換可能性を含んでいる　植物に光合成を行わせ、海水を大量に蒸発させ、大気の
上昇を引き起こす　ところが大気圏外に放出される熱は、現在の技術では他のエネルギー形態に変換
させることはできない　それ以上活用することのできない資源の最終形態を、一般には「ゴミ1と呼
ぶ　つまり現在の技術水準では、熱はエネルギーのゴミである、たとえば冬場に灯油を燃やして、暖
を取る場合には、身体周辺にエネルギーのゴミを充満させ、ゴミのなかに庁むことで暖かいのである、
熱は均質性の最も高いエネルギーであり、太陽光は最も均質性の低いエネルギーである．太陽光と熱
の問に、さまざまなレベルのエネルギー形態がある．このさまざまな形態に対応する均質性の落差を
活用して、各種の生命活動は行われている、生命は、エントVピーの増大をきわめて徐々にしか進行
させないエネルギー的には優れた系であり、エネルギー効率からみても40％程度もある．エントロピ
ーの増大を遅延させる最大の装置が、生命体である　エントロピーの増大を遅らせることは、系内に
隙間を作ることであり、その隙間に選択肢を増やすことである。これに対して、燃焼は直接熱にまで
転化してしまうプロセスであり、中間に何らかの系は成立せず、みずから自身を最短で終わらせる系
である．
　宇宙全体がやがて均衡状態になり、宇宙の死が来るという物語が、必ずしも当てはまらないことは、
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エントロピーの法則の樹～7：当初から指摘されていた．その理由の一っが、エントロピーの増大が起き
る系は、当初より「閉鎖系」として設定されていることである　開放系では必ずしもエントロピーの
増大は当てはまらない，この典型が生命系であり、物理学者のシュレディンガーは「負のエントロヒ
ー　という仮説的概念を設定した方がよいと考えていた．エントロヒ．一の増大に逆行するような要素
があるというのである　［1」しかし生命系の基本は、複製産出であり、新たな生命系を生み出すことで
ある限り、新たな生命系を生み出した途端に母・子系全体のエントロヒーが一挙に減少する　また太
陽表面で起きているような核融合では、質料がエネルギーに転化されている以上、運動を基調とする
エネルギー系ではなく、エネルギーが際限なく供給される系である　この場合にも熱運動の均質さが
機械的に進行する系ではない．とすると当初より、エントロピー増大は必然的だとは言えない．しか
し大まかに考えれば、ほとんどの系では系の均質性は増大していくのであり、物理的系の本性から見
て、自然状態ではそれじたいの多様化は起こりにくいのである．
　エントロピーにかかわる議論に変化が生じたのは、1960年代からの自己組織化の構想である　自
己組織化は、基本的にエネルギーの流れに晒されているような開放系で起きる．たとえば都「行ガスで
お湯を沸かす場面を想定する、当初水に伝えられた熱は、上部の水に伝えられるだけである・ここで
は単なる熱伝導である　加熱を続けていくと、底部の水が、それじたいで動き始めて．ヒ部へと向かい
対流を起こすようになる　一般に「バナール現象」と呼ばれるものであろ、二こには系に新たな変数
が出現している　熱伝導から熱対流が生じている「こうした場面では、系に新たな変数が出現するこ
とが、自己組織化の特徴である、空気の回転で、中空状態になると、そこに周辺から空気が流れ込み、
上昇気流が出現し、空気は回転しながら束になって円柱状の層を作り、移動しながら動いていく、こ
れが竜巻である，あるいは円柱の閉じた筒の両端に鏡を設置し、その筒の中に光を入れると、光は鏡
に反射しながら往復運動を繰り返すが、そのさなかに波長が長く、散乱の少ない光が出現する　いわ
ゆるレーザー光である．ここでは新たな種類の光が、おのずと出現したのである　こうした新たに出
現していく現象の物理的機構が注目され始めた
　ここにはいくつか要となる仕組みが含美れている、その・一つが「揺らぎ」である　容器内の水にイ
ンクを垂らした時、インクは数日で水全体に拡散してい（　ところがインクの分子は、ただランダム
に動いているだけであって、一様に混ざる方向に動いているわけではなく、ましてや一様に混ざろう
として動いているのでもない、ただランダムに動いている分子が、どうして一様に混ざっていくのか、
インクσ）分子には、極端に遠くまで移動するものもあれば、再度接近するものもある　その事実と、
時間が経てばインクは一様に混ざるという現実とは両、7しているはずである、そこに持ち出されるの
が、極端な動きは相互に打ち消し合い、全体としてインクの分子間の平均距離に近づく分子の集合量
の比率が増大していくという傾向である、．こうした傾向のことを物理量として捉えれば、均質性が増
大するという「規則性」となる　そうだとすると逆に、系には平衡状態に到達する前には、こうした
規則性に逆行する可能性がつねに含まれていることになる・規則に逆行する可能性が、「揺らぎ」と
呼ばれる、この揺らぎが系全体を巻き込み、系を別の状態まで変容させていくプロセスが、自己組織
化である．渦巻きのような動きながら運動の構造を維持している形態が、「散逸構造」と呼ばれる．
こうして自己組織化は、新たな形態や新たな運動体を自動的に出現させる以上、多様化の増大に資す
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るこ1：のできる機構の・部だと考えることはできるのである
　ところがたとえば渦巻きのような散逸構造は、たとえば近くを船舶が趙り過ぎても、波の余波を自
分の動きの中に巻き込むが、それじたいで別のものに変わるわけではない　散逸構造は動的たi、多
（コー）場合自ガ白身てさらに変わってい（回路を持ち合わせている〕）けではないつまりひとたび散逸
構造が形成されてしxえば、一種の動的平衡系になってしまう　現時点でデータを拾う限り、自己組
　巨化があれば、それだけで自、メ界の多様性が圭曽大するとい）ようにはな・っていない
　ちう・つの自然界の多様性をt、たらすとP想される仕組みが、ダーウィンの「自然選択：てある
この自然巽択をつうじて、ダーウィンはおのずと新種ができると考えていた　H然選択の必要条件と
なろのは、生物個体が生き残ることのできる以上に多くの子供を産むこと、またそれぞれの子供は少
Lずつ違いがあることである　そうした生物個体集団に時間的／雅移が〃・かれば、環境条件との関連
で、生き残りやすさは自動的に決まり、生物個体集団の平均的形質は、世代的な推移とともに変化し
ていくことになる　そうした推移を十分長く経ていけば、当初の個体集団の平均形質から、相当に隔
たった平均形質が自動的に出現してくることなる　これによって新種が出現するとダーウィンは考え
たのである　これは一種の自己組織化の仕組みを先駆的に表していると見ることもできる．その要の
ところに「自然選択」が働き、自然選択はおのずと生き残るものを決めてくれる　ところが環境条件
に適合的父ものが生き残るのであれば、この条件に適合的な個体がより生き残り、特定形質の個体が
kり多く生き残るその場合には系は特定形質の個体で占められて、特定形質の個体が支配的になる、
つまり白然選択は、系の均質化の論理であって、多様化の機構ではないことになる
　巨然選択をつうじてかりに生態系に多様さが増大する場合には、環境条件そのものも変化すること、
しかも系内の個体から見れば、かなり大規模な変化が起きることが必要となる．しかも環境そのもの
が多様性を含んでいることも必要てある　たとえばサンコ礁は、生態系のなかでt，かなり多様な生態
環境である一多くの小魚が生息し、生態的な隙間が多く存在する・しかしこの場合でも特定の適合種
が支配的になるといソ事態は同じ圭まである　とするとサンゴ礁の生態系が多様性を維持しているの
は、台風やその他の大規模な撹乱要囚が働いて、支配的環境を時として破壊していくことによる．と
ころがこうした大規模な撹乱は、ノ、間を含んだ生態系では、系内に多くの犠牲をもたらすものとなる
つまり生態系そのものを改変するほこの撹乱は、ノ＼間を含む生態系では簡単に活用すろことも、期待
することもできないのである
　こうした事態をもう少し詳細に検討してみる．環境の変化や撹乱によって、生態系を成している生
物群集の構成要素が、安定的な状態から別の状態に変わり、環境条件が元に戻っても、生物群集の構
成要素が元に戻らず、変異したままの状態で維持されるとき、「フェーズシフト」が起きたと呼ばれ
る　フェーズシフトは、生物群集の平衡状態がもともと複数個ある場合に起きる　つまり特定の環境
ドで支配的になっている生態系様相は、固有に均衡状態にあるが、同じ生態系でもそれが唯…の均衡
状態だとは限らず、別の均衡状態が内在的に含まれている可能性が出てくる．それは生態系が形成さ
れるさいの形成アロセスにかかわる系の「履歴」が関与しているために起きることである．これにつ
いてはいくつもの事例が報告されている
　淡水生態系では、浅い湖や沼に生活排水、工場排水等が流れ込み、その結果富栄養化し、植物ゾラ
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ンクトンの密度が増加するとともに、透明度が低ドし、光量の減少によって湖底に生息するシャジク
モが激減する　二れを改善しようとして、流人する排水量を｝・分減らしても、透明度は容易には回復
しない　系が異なる状態で安定している以一ヒ、再度その安定した系にフェーズシフトを引き起こさな
けれは、透明度は同復しないのである　この場合には、透明度の低下するさいのシステムの変数と、
透明度が回復してくる変数の値がかわろだけではなく、変数群の条件が変わってしまう　そのため透
明度が変わることは、末端の現象であり、実は透明度の低・ドとそこからの回復は、別の事象だと考え
られろ　フェーズシフトのなかには、変数群の集合そのものが変わるために、川’逆性が成ぐバ±ず、状
態変化のさいには異なる同路を取る場合がある
　またジャマイカのディスカバリー湾での造礁サンゴと海藻の海底を覆う比率（被度）は、1970㌃／三代後
半にはすべての水深でサンゴ礁が優先していたが、1980年代の初めにはサンゴの被度が著しく低ド
したことが報告されている　これは主として藻食性魚類の乱獲による減少によって海藻の繁茂率が上
がり、またハリケーンによる生態系撹乱後のサンゴ礁と海藻の回復速度の違いで海藻の被度が増大し
た．ひとたび被覆領域を失うと、海藻が死滅ナるのでなければ、サンゴ礁は被度を回復することはで
きない‘また河口付近の海域では、陸上から流入する士砂が、海藻に絡まって堆積し、浅海を土砂が
広く覆ってしまうために、サンゴ礁が生育できなくなることも知られていろ「ここでのフェーズシフ
トは、被度の比率変化が魚類や」二壌の形状の変化によってもたらされており、ひとたび海藻が支配的
になれば、それが維持されてしまうことで生じている　12］
　フェーズシフトが起きれば、別の安定状態が成立Lているために、容易なことでは生態系は同復し
ない　ここで生態系にっいては、「レジリアンス」という語を導入しておくのがよい　レジリアンス
とは、抵抗力や復元力や同復力にかかわるシステムの起動可能性を指標する語であり、少々の条件の
変動では、システムそのものがフェーズシフトせず、ひとたび相転移しても元の状態に戻ることので
きるシステムの可塑性のことである　この語は、最近精神医学にも導入され、精神疾患になりにくい
こと、ぴとたび変化を起こしても容易に回復しうる二とを意味している　これはかつて「脆弱性．1と
呼ばれた、［壊れやすさ・1や「脆さ」との対照慨念であり、脆弱性が病因論の々一ムであるのに対L、
レジリアンスは治癒概念となっている　［3］
　レジリアンスを高めることは、個々の生態系で異なる条件を設定しなければならないが、一・般的に
は「系の多様性．1を維持した方が、回復の回路、抵抗の回路は多いはずである．サンゴ礁で言えば、
少々の藻食性魚類の乱獲でも、なお藻類を捕食する魚類が残ることや、サンゴ礁そのものが幼生サン
ゴを大量に供給できるような保護区を残しておくこと等が挙げられる　サンゴと海藻の間での被度率
の変動が起きている範囲では、回復可能性は系内に含まれている．だがひとたびこの範囲を超えると、
変動がま・ったく起きないような相対的に均質な状態になる，
　一般に系が均質化すれば、わずかな変動に対しても相転移が起きる．それはしばらくの間、何が起
きるか不明なカタストロフィー状態であるが、そこからの回復には速度差があり、回復速度の速いも
のだけが単層で支配的になる確率が高い　そうなると生態系維持については、いくつか注視しておい
た方がよい項目があることがわかる
　第一に、「密度効果」である．特定種の密度が高くなると、この系の中での繁殖率を競って、この
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種の個体数は爆発的に増加するだけではなく、動物の場合には日分の食料資源を確保するために競い
合って資源を消費する　エゾジカが大繁殖して、瞬く間に草原が消滅したような実例があるttこの場
合には、進化論で言うr淘汰戦略にしたがって、自分の遺伝子を増やすためにできるだけ早く個体数
を増加させ、使える資源を可能な限り自分の遺伝子を増加させるために活用する以上、系そのものは
一挙に単層化する、［3仙火事が起き、その後1年生植物が広く芽生えてくると、それを資源にするバ
ッタが大繁殖する　この大繁殖という仕組みに、密度効果が効いていろのである、
　第二に．フェーズシフトに見られるような「二重安定性効果」である　安定する局面を複数個備え
た系では、この系の問での変動（変数の値の変化）が起きている間は、レジリアンスが起動している「
ただしこの変動がなくなるような系では（変数の消滅）、単層化が起きており、二つのフェーズの間の
移行を人工的に作り、出すためには、極端な変化K）膨大なコストがかかる
　第二に、物理的系であっても生態系であっても、自然状態では系は均質化する傾向を本来的にもつ，
最適状態といわれる状態が実現する、この場合の最適状態は、何にとっての最適なのかという問いが
生じる、実は何にとっても最適ではないのである．単変数によって規定される系が出現しただけで、
様性が高まっただけである　そこでは系で支配的になった生物にとっては、競争の結果生存条件が
厳しくなるのであり、その他にとっては生存のための隙間が減少してしまう、，これは不思議なことだ
が、多くの生命他にとって生存を難しくする方向におのずと進んでしまう、
　こうして自然状態では、生物多様性の維持は、系そのものの本性からみて、容易な課題ではないこ
とがわかる．　一般に自己組織化の仕組みから考える限り、揺らぎは、系の内部に含まれる選択肢に相
当する　そこからさらに新たに変数そのものが出現するような事態も考えることができる　そのため
自己組織化の定式化は以ドのようなものとなる．F（x，　y，z＿［］，口，a．b，c＿）この定式の口の箇所に新
たな変数が出現すれば、系そのものが変化していく、だが新たな変数が出現しただけでは、それで・
つの創発が起きてはいるが、その1ま動的平衡に到達tれば、系は別の局面で安定するだけである
その場合でも再度系全体が別の局面に変化していく可能性を残していなければならないことになる
2　再生の必要条件
　多様化していくシステムの条件について考えてみる、．日本でもっとも難しいのが、農業の維持・展
開可能性を含んだシステムであり、生態系の多様さを維持しながら展開されていくシステムである
しかし多様な生態系の生活上の価値を日常生活内で感じ取ることは容易ではない、問題の最終的な難
しさは、実はここにある．生物多様性がどのような価値で、どのようにすれば維持できるのかについ
て考察しようとすると、生物多様性についての経験が圧倒的に欠けていることがわかる．それは知識
が少ないこととは別様の経験の欠落である。知識としては、独占種に占められた森林、均質化した耕
作地のように生物多様性を喪失した地域にっいての知識がわかりやすく、それについては膨大なもの
がある．．しかし生物多様性の側の経験を取り上げようとすると、うまく行かないのである，生物多様
性に経験を沿わせようとすると、うまく理解できる回路をほとんどもっていない。赤トンボが飛び交
う田園風景、蝶の舞う花畑への思いは、ノスタルジアであり、失われたものへの追憶や感傷であって、
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生物多様性への感度ではない　自然豊かな田舎でのんびり暮らしたいという思いは、疲れによる別様
な生活への逃避と容易には獲得できないものへの憧憬であって、生物多様性への感性ではない．生物
多様性にかかわる経験をほとんど持ち合わせていないことから来る問題が、実は出発点のところで効
いてきてしまう．そうだとすると生物多様性の維持について、知識ではなく経験が動かないことに問
題がある　この問題に対して、少々本気で考えてみることから開始しなければならない、
　多様な生態系という価値は、現代の主要な文化価値とは、異なるものである　できるだけ分かりや
すくしてみよう　丈化が楽しさと豊かさを感じさせるものであろなら、もっともわかりやすいノ＼丁的
な文化産物は、デt’ズニーランドである　あるいは野球では、ニューヨーク・ヤンキースであろ　ヤ
ンキースの野球は、投手戦になり○対○で同が進んでも、最終的には競り勝ち、打撃戦になり10点
取られても、11点取り打ち勝つような野球である「つまりごく素人でもわかる野球であり、ドラマ
ティックで身の丈を超えていくようなプレースタイルである、これらを「スーパスター文化」と呼ん
でおく、サッカーの「レアル・マドリード」もそうであり、映画のスーパーマンやテレビのウルトラ
マン、各種スーパスターも同じカテゴリーである　こうしたスーヘスター文化は、通常の日常経験を
超えていること、身の丈を超えた経験をもたらしてくれること、人間の可能性をたとえフィクション
であっても拡大していくように感じられること、予想外の局面に立ち会えること等からなる経験であ
る．
　こうした文化の中で生活していると、生物多様性にかかわる経験が、どうしてもうまく理解できず、
　般的にみればそれらは「暗くて川地味で」「後退方向の」経験であるかのように感じられてしまう．
実際「万物の命を大切に」とか「自然との共生」などと倫理的な思いを乗せて、どこか他所からやっ
てくろような言葉を聞かされると、まるで異教のような違和感が残ってしまう．気持ちは分かるが筋
違いではないかという思いがある　実はこれらもそれじたいでみれば生物多様性にかかわる経験では
ないのである．自然そのものも放置すれば、均質化の方向へ進んでいく、かりに自然との共生が実現
したとしても、それじたいは均質化の方向一進んでiTく　生態多様性は、立場や観点や｛嚢1、張の問
題ではない
　生物多様性の経験を獲得できるような回路を探し出してみる　確かに中山問地特有の「共同体」や
「共同性」はあるに違いない　生物多様性を基礎にした伝統的な共同性は、確かに存在はしている
伝統を守り、個々の生活を支え合い、余分なり利益や収益を求めるのではなく、春夏秋冬の移り行き
を享受し、目々の生活の満足を指標にするような生活は、現実に存在する　あるいはかつて広く存在
したのかもしれない　群馬県の山村、上野村に住み着いた山村哲学者、内山節が繰り返し描く世界で
ある．内山節は、渓流釣りが好きで、さまざまな山問の渓流釣りのために、比較的長期の釣り旅行に
出かけていったようである　上野村はその一つだが、彼はそこでの相性がよく、そこに住み着いてし
まったらしい　そこでの生活をべ一スに山村共同体論を構想している、あるとき村にイノシシが現れ
て、農作物を食い荒らすような被害が出た一／それなのに村人はイノシシを捕獲するための落とし穴を
掘ろうとはしない．そうした事実を引き受けながら、自然が入り込んでいるN本的＃同体の精神を明
らかにしようとする、［4］
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　日本の伝統的な精神では自然と人聞を・体的にとらえるとい・っても、その自然と人間の間には矛盾
も存在していたのである　といっても、この矛盾の捉え力も主た単純ではない　たとえば日本ではし
ばしば大川が降り、それが洪水をも引き起こす　洪水はノ、間にとってはひとつの矛盾てある　では、
大雨が降らない方がよいのか　もちろん限度を超えた人雨は降らない方がいいだろう。しかし雨量が
多いから、水田も／乍れるし、作物もよく育つ　森の木が育つのも夏の高温多湿が影響している　そL
て雨量を人間が調整することができない以上、限度を超えたた雨だけを拒否するこ日．）できないので
あろ
　自然を取り込み、自然への思いをたえず再生産することによって、自然と人間の自治を行っ一ごきた
のが、かつての共同体だとする．だから日本の共同体は自然への信仰を抜きにしては、語りえないも
のであった、ことになる　さらに村民の一人に山に入って修行したいという人物Yさんが現れ、思い
とどまらせようとするYさん家族と、本人の意向がせめぎ合い、そして一年後に本人の意向が尊重さ
れて、山ごもりすることになった、という話が出てくる　そこからの数行が、内山節の世界である
　これまで述べてきたkうに、伝統的な日本の思想では自然と人問は分けられてはいない　だからこ
そ自然と人間によってつくられた村という認識が生まれ、自然と人間よる自治が課題になる、ところ
がこのYさんのお父さんの心情が示しているものは、単純な自然と人間の同質性ではない人間が到
達できないところに自然があるととらえられていた、といってもよい　人間として生きることにどう
にもならない悲しみを抱き、それからの解放を自然に求め、自然の力を借りて「自然的人間1に生ま
れ変わろうとする．二の心情をとおしてとらえられているものは、崇高なる自然と悲しき人問の関係
であり、けっして日本人は自然と人間を分けなかったというような、単純なものではないのである
しかしだからといって、単純に自然と人問が分離されてもいない．なぜなら人間と自然が．体化する
こともまた、可能なものとしてとらえられていたのだから
　あるいは次のように述べた方がよいのかもしれない自然と人間は根源的には・体化しうるものな
のである．ところが人間として現実世界を生きるうちに、白然から離れてしまった、それが「私」を
もつ人間の宿命でもある．しかLそれは超えられなければならない宿命である一その「超える」過程
を死後に求めるか、生きていくうちに果たそうとするのか
　これらの行文が、内山節の『共同体の基礎理論』の骨子でもある．この著作が、大塚久雄の同名の
『共同体の基礎理論』に向こうを張ったものであることははっきりしている．大塚久雄の著作は、マ
ルクスの生産論を基盤にした共同体論を読み解ミことを課題としたものである〔5コそこでの自然は、
生産の基礎的条件に配置される．ところが内山節は生産から共同体を考察しているのではない　むし
ろ生活共同体であり、その生活の中に白然が不可分に入り込んでいるために、自然とノ＼間は切り離せ
ないのであり、それが恵みと禍の二面をもちつづけることは避けようがないことになる　恵、みと禍は、
獲得されるべき利益と克服すべき脅威のことではない
　文化論的対比では、キリスト教的な文明ドては、自然は人間の下位に配置され、人間が支配すべき
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ものである　逆に日本的自然では、母なる大地に象徴されるように、自然は人間を包み、人問を支え
てくれる恵みの源泉でもある　こういう議論はしばしば、構図として繰り返し現れている．だが内山
の提示する共同体言蒲やそこでの亡i然は、階層関係や部分全体関係を切前提していない．構図として
の議論は、視点から成立しているが、内山の議論はむしろ自然生活感情から成立している　そ子での
自然は、実生活の延長上にっねに感じ取られていろ自然である　人間の側から見れば、恩恵も害もひ
としく享受していく以外にはないような自然．であり、害だけになれば変更することはあっても、人間
に都合よ（変えていくようなものではない　そこに口然の本来の意味である「オノズトシカアル」も
のとしての「H然の姿1がある．人間からはどうしようもない位置にあり、それと慰二ある以外には
なく、また病妙な変化を感じ取りそれと接すろのであり、あるときは耐え、あるときは素晴らしさを
感じ取ろようなものである，こうし．た自然感情も、生物多様性につながる…乙）の回路ではある、だが
こうした生活を経なければ、生物多様性の経験に到達できないわけではない　というよりもこうした
生活に入ることは、ほとんどのノ、にとっては無理なのである　こうした自然感情は意味としては理解
できる．しかしその生活の意咲からだけでは、生物多様性の経験に近づくことは難しい
　もう一つ農業の田題の固有性を描き出そうとする宇根豊の「百姓学」を取り一ヒげる．この議論の骨
子は、たとえば稲は田んぼにおいてそれじたいで育つのであって、稲を作るということはそもそも筋
違いだという点である人手で作ることができるのは、田を作ることであり、稲を作ることではない，，
その落差に自然というものじたいの固有性を感じ取るように組み立てられている．＝農業は、稲の作付
けからそれの販売まで、経済的活動として営まれている．ところがその基盤には、農業そのものを成
立させる自然の働きを含めた「農」があるという．．維持しなければならないのは、農業ではなく、こ
の「農」であって、この範囲の営みは、経済合理性に解消されはしないあるいは経済合理性からは、
見えてこない事態である．そこには外的視点としての科学からでは到達できない生態系に内在する視
点からの自然の感じ取りがあるというように組み立てられている．ここには宇根に特有の外からの視
点と内からの視点の分類がある．：6］
　春に田んぼを耕す．一口中耕す．・Lが春を抱きかかえている．七が動き始めているのがよくわかるtt
もう母子草や小鬼田平子やレンゲの花は満開だし、瀬戸茅や雀鉄砲はもう種をつけている　カエルは
とっくに目覚めており、ツバメも視界を横切る　単純作業だと思うノ9こはこの仕事の楽しみはわから
ない　それにこの仕事を経済行為だと思・⊃ている人には、さらにわからないだろう
　在所の人間や生き‡、のにとっては、百姓が仕事をして、暮らして、ここで生きていることh体が大
切で、意味があり、そして価値もある　その価値とは経済価値ではなく、生きていること自体の価値
である．これは内からのまなざしでないと見えない価値である．
　ここには経済合理性には解消せず、なおかつ生態系や自然への内的感度を回復させようとする、強
烈な思いが含まれている、ドイツでの農業視察で、ドイツが農業の維持や生態系の維持では、ずっと
先まで進んでしまっていることの経1験も、宇根のいらだちを含んだ主張につながっている，宇根のド
イツで視察中に、牧草地の花が28種類掲載された写真入りのパンフレットが配られたという／一しか
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もこうした花の牧草地での調べ方まで説明してあるという，このうちの4種類以上の花が咲いている
ことを自分で調べて確認できると、野の花への支援金が申請できるということである、ここには経済
合理性とは異なる自然へのアブローチの仕方が示されている　年にL2同草刈りをしている草地で
は、外国川こも簡単に4種類以上の花を見つけることができるようである　ところがまったく草刈り
をしていない草地では、1種しか見つからないという　逆に、3回以上草刈りをすると4種類以上は
見つかりにくいようである一この適度な介入があることが多様性の維持につながる「そうだとすると
生物多様性の維持には、自然への適度な介入との仕方を見いだしていくとともに、そのことをつうじ
た生物多様性への感度の形成が必要であることがわかる、長期間にわたる生態系の維持のさなかで、
多様性の維持に貢献しているのは、実は人間の適度な介人であり、その適度な介人の発見だったので
ある．そしてそのことが生きていることの感度であり、そもそもすでに生きてしまっていることの充
実である　この充実は、物質的な豊かさではない、それ以外にはどこにももっていきようないそれじ
たいの価値というものがあるttそうした価値にかかわっている充実なのである、、
　そのことは「さとやま」　’般に言えることである．／里地と山林の中問地帯にある里山は、里の居住
者に燃料用の薪や季節の食材を提供してきている　里山も放置すれば、数年で薮と山林になってしま
うと言われている，里山が、多様性を維持しているのは、そこに入り込む人間が適度な撹乱要因にな
り続けているからである、［7］するとこの適度の介入のモードと度合いを見いだすことは、宇根の言う
「内的視点」をもちながら、日々の生活が同時に生態系の維持であるような関与の仕方を試行錯誤す
る二とであることになる．そしてそれが「生きる」ことそのものの価値を見いだすことにつながるよ
うな生のプロセスになるのであれば、生物多様性t・の経験が獲得されていくことになる、
　農業や農作にかかわる経験は、容易なものではない／．／肉体労働だから誰にでもできる、ということ
だけは絶対にない．また肉体労働だから、困難な仕事なのではない　控えめに見ても、自然環境の微
妙な変化を感じ取ったり、害虫の大量発生の予兆を敏感に感じ取るような感度が必要である　工学系
の産業とは異なり、制御変数が多いことと、多（∂）変数は見えないままになっている　とするとそう
した変数を見いだしてい（ような発見的な関与も必要になる、そしてそれこそただの素ノ、では容易に
はできないことで方）ろ　またそれは現在の学校教育の延長上では容易に形成されない職人的な能力で
ある
　青森でリンゴ園を経営する木村秋則さんがいる。木村さんは、無肥料、無農薬のリンゴ栽培を行っ
ている・自然状態で十分においしい果物ができるのだから、そこにはそれにふさわしい自然条件があ
るに違いない　それを見いだしながらの作業になる．コそうした試みの中で、信じられないような事実
を提示してくれろ　大根やノ＼参のような根菜は、同転運動をしながら地中に潜り込み、大きく太くな
っていくようである．太陽光は一方向から当たる．そのため円柱状に根菜が育つためには、自分で回
転運動することは自然合理性がある　訓練された「まなざし」をもたなければ、大根や人参の回転運
動など見えはしない。さらに驚くべき信じられないような事実も報告されている。キュウリには巻き
ひげがあり、早朝巻きひげの前に指を一一本だすと、指に巻きひげが絡まる人と絡まらない人が分かれ
るようである＝小さい5、6歳の子供が行うと、全員ひげが指にからまるようだが、大人がやると指
に絡まる人と絡まらないノ、が分かれるのである，どうもキュウリのひげには識別能力があるようで、
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それがノ、間のなかの何かの資質に対応しているようである、たとえば強欲なノ＼の指にはからまらない
とか、経済のことLか考えないノYには絡まらないとかである「それがただの冗談ではないらしく、何
かが識別されているのである　［8」
　こんなまなざしをもつノ＼には、別様の自然の現実も見えてくる，雑草が・面背の丈ほど伸びた畑は、
そのまま田んぼになるという　畑にあたえすぎた堆肥の成分を雑草が吸い取っていろのだから、この
雑草を刈り取って持ち帰り、上の臭いが山の上の臭いに近くなると、そのまま田んぼにすることがで
きるようである　刈り取った草の臭いや息の詰まるkうな雑草の臭いは、誰にでもわかる　だが1：の
臭いは、簡単には獲得できない経験である　さまざまな雑草が生えていれば、それぞれに固有のバク
テリアが集tっている状態であり、そうなれば作本の病気も出にくいようであろ　一般的に、生物多
様性にかかわる経験の感度を形成することは容易ではない　つまり生物多様性の維持とは、学びなが
ら形成するような事態なのである　二の場合、生態系とはまたとない実践的学習の場となる．
　こうなると「エコ文化」というものを固有に設定した方がよいことが分かる．それはスーパスター
丈化のように素人にもわかるというようなものではないむしろ生きていることの深さや、襲、肌理、
さらには身体そのもののもつ内奥性のような、単に見たのでは見いだせないような事象に触れ、そう
した事象を見いだし、みずから自身の可能性を拡張していくような文化なのである＝ある意味で触覚
性の文化であり、みえざるものを”∫視化すると同時に、それに相当する身体の可能性に触れていくよ
うな文化であろ　システムの再生の条件は、道路や港湾のようにハード面の整備だけではない　また
整備された花壇や公園があるということだけでもない．ノ澗の可能性をさらに引き出すような文化が
同時に設定されることが必要となる　生物多様性に満ちた環境とは、そうした自己形成を行うための
場所なのである
　そうなると復興のデザインの中に、1固々人の経験から見た選択性と展開Plr能性がどのよ・）に組み込
まれているかが基本となる　LかL経済的生産としての農業は、経済合理性のもとでは容易なことで
は、二うした経験を許容しないばかりか、そもそも農業そのものが立ち行かないという現実がある
現在の日本では、耕作放棄地は総計で茨城県の面積と同程度になっている　担い手の不足と経済的採
算割れで、農耕地はあるにもかかわらず、そこでの1舌動がそもそも困難になっている　だがこれは最
近始まったことではなく、昭和初期に書かれた柳EH國男の『都rhと農村』でも、農村の産業としての
成立維持が難しいことは描かれている［9］農業はそれで生計を立てようとすると簡単には立ち行かな
いのである　少々の⊥夫では、改善見通しが立たない、
　農作物は、純粋に市場価格で売買される．売り手が値段を付けることはあるが、最終的には市場動
向次第である．多く取りすぎれば、価格は暴落する　二のとき農産物に、最低価格が付かない二とが
わかる「最低価格が付かないというのは、原材料計算が最終的にはできないことに関連している，肥
料や農薬のように人工的に投資されたものは、必要経費計算ができる．工業製品で最低必要経費計算
ができることとは異なり、農産物では最終的な最低価格が決まらない、そこに「自然の恵み」の部分
があり、それを可能な限り維持するための工夫と労力があるが、それを元材料のkうにコスト計算に
算入することは難しい　工業では、定価が最低必要経費をト回れば、生産を停止すればよい．しかし
農業では、生産を停止すれば、団畑は荒れるだけであり、乳牛にいたっては牛乳が価格割れしても、
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牛乳を搾らなければ牛の生活が成り立たないその点で自然や生態系にかかわる部分を純粋にコスト
ー利益計算に導入することは困難である
　そこで経済的に見れば、農業生産部分を単独で行い、農産物の売買だけで農家の家計を整理させる
のではなく、それらを原材料とした製品まで『、生産地で行うkうな、農業そのものの多変数化が必要
となる．リンゴを販売すうだけではなく、果汁2割程度のジュース製造を行い、製品までも生産地で
作り、通年販売するのである　二うした多変数化の・部が、農業製品そのものの付加価値の向上であ
る　ブランド商品のなかに、「エコ・ブランド」を導入することである　もっとも「コウノトリ米」
のようなブランド商品は、　一時的には流通するが、それほど長く流通するとも思えない　H己多様化
するシステムの設定は、基本的には多変数化である．
　そのさいには、自然への感度を高める生活の質や農そのものの生活体験も含めたような経済ネット
ワークの剰余を、システム内にうまく組み込めるかどうかがホイントになる　たとえば稲作は、治水
効果もあり、景観効果もあり、生態系サーヴィスにも資する、水田を作ることは、米を作って売ると
いうことだけをやっているのではないのである．しかし治水効果や景観効果、生態系サーヴィスは、
米の価格に転嫁させるべき価値ではなく、またそうした二とはできない．かりにそうしたとすれば、
むしろ多変数化に逆行する　治水効果や景観維持は、それに関与する人たちでNPOを組織し、この
組識の活動を同時に行っていると考えるのである，そのとき水田を作ることは、稲を育て、米を作る
と同時に、治水維持を行い、景観維持を行っているような複数の機能的活動を同時に行っていると考
えるのである、そしてNPO活動部分は、別建てで支払われるべきことだと考えるのである．・・活動
複数機能は、複雑化したシステムの基本であり、システムそのものの本性でもある．こうした場合で
も活動の機能分散化は不目∫欠であり、そのことの明示化にはNPOのような組織体の登録を行ったノ∫
がはっきりする．稲作を行うさいには、一一農民として働き、同時にNPO会員としても働いているの
であるt一
　多変数化には、さまざまな企てがあり、景観を備えている農村は、渓流釣りやイノシシ鍋のような
」二夫をし、民宿で滞在できるような観光地を同時に経営することも考えられる．「スマート・ストリ
ート」「ヘルシー・ストリート」「エコ・ストリート」のような名称を付け、二泊三日で滞在すれば、
季節ものの食事と季節の農作物栽培等を組み合わせて、滞在してもらうのである　近くに温泉があれ
ばなおよい　滞在当初には、畑の大根に印を付け、出発の朝にはその印の位置を確認すれば、大根が
太陽光に対して回転運動していることを自分で確認することができる　山芋があれば、白分で掘って
もらうこともできる、簡単に掘れないことはすぐにわかるはずである　ホモ・サピエンスの食料の八
割は、採ってそのまま食べられるものではない　食べることに対する決定的な．「夫の広がりが、文化
を決めている．こうした生態的観光は、かつてのリゾートとは異なるものである　豪華なホテルや豪
華な部屋が、観光のすべてではない「それどころかそれらはバブルに浮かれた時代の一流行産物でも
ある一
　農魚村にはさまざまな既得権がある．漁業権や入会権や水権のようなものがある。これらをなしに
することはできない．というのも長い間の伝統によって半ば自明なものとして形成されてきたものだ
からである、それによって生活の基盤と生活権と：期司性が形成されてきてもいる，それらを維持しな
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が．）、なおそのな〃・に選択性を導入するようなネットワーク化が必要となる　東北の太平洋岸の港を
一律1・」臓見槙で復興させることはできない　またそれは得策てもない．そのとき既得権益を維持しなが
ら、なおゆるやかにつな刀　1、個々ノ、にとって、あるいは個々の漁港にとって選択肢噛贈大する方向
でネソトワークを組み立てる二とはできる　漁獲後どの港に人港するかは、割り当てりれた港だけで
はない　既得権益を緩べ．がにすると同時に、選択肢を増やすのであろ　そのことを・デじてそのつど
拠点となる港が決まり、採れた魚の種類によって拠点が婁なるようなことも起こるか毛，しれない　」、
為的にf？られたものは、ごくわずかに制御の仕方を変えるだけで、選択肢が・一’挙に増える
　竜力ネットワークも事態は同じである　電力源は、大手垣力会社からの引き込早を基本とLて、自
家着鼠地域発電（小規模水力発電、地突！！発電、風力発電その他）、各地ゴミ焼却場での小規模火力発
電等々のネットワークの形成をっうじて多くの選択肢の中から電力の手当ができるkうにしておく
ことが必要になる．原則個々の家庭と個々の事業所は、自前の電力供給網をもつことと同時に、通常
は」〈　r一電力会社：からの購人という選択性のある電力の手当を行うのである
　こうして多変数化を実行すろさいの基本的な指針というべきものが得られてくる
1）最適解があるという発想を捨てる。たとえば電力供給で、原子力発電、火力発電、再生エネノレギ
ー等々を並べて、組み合わせによって、最適解を出し、シミュレーションを行うことが習い性となっ
ている　「ベスト・ミックス」と呼ばれるものである．このとき安全性、安価であること、長期的安
定性等が指標こなり、最適解を出していくというのが普通の発想である　イギリスでも将来の電力不
足見通しは、かなり深刻である．北海の天然ガスの生産量が減少し、ロシアから買い入れなければな
らないのが実情である　最適解を・つ決めるのではなく、複数個のより有効な選択性をもつ代替案を
備えたネットワークを構想しておくことが必要となるベスト・ミックスから「ベター・ミックスズ」
へとシステムの組み立てを変えていくのである　電力のような汎用性の高い資源は、デザインを行い
ひとたびSltlちヒげてしまえば、50年程度は使わざるをえない　その間に資源供給の条件も変わり、
技術水準も変わる，そうだとナるとかりにある時点でベスト・ミックスを算定したとしても、それは
移り変わるのであり、条件が変われぱまた一からやり直すというわけにはいかない．そうなると代‡］
案を内在させた複数個の実行可能性をもつネットワークの形成が、もっとも合理的となろ　最適解と
は異なる方向に踏み1±1すことは、合理的な選択肢となる　当初のコスト増は、それほど大きなもので
はない．
2）多機能化は、一つの行為が複数の機能を果たすようにシステムを組み立てることである。たとえ
ば電力設備は電力供給を行うだけではなく、温度の異なる流水を段階的に作り出すことで、植物相の
異なる植物園を周囲に形成することができる、こうした仕方で複数の機能性をもっようにデザインす
ることになる一一事業一機能では、採算ベースも機能限定の算定となり、最安値を合理的だとする方
向にしか進まない，合理性がダメで近代合理性を打破しなければならない、という主張は至る所で展
開される粗暴な議論である。合理性がダメなのは、それが機械的であり、人間を考慮しないからでは
なく、合理性そのものが狭隆な基準を採用しているからであり、より適合的でより広範な合理性があ
る　近代とは未完成であり続ける制度のことであり、それは現状では未熟な制度のことである一
3）ネットワークの個々の局面に選択性を入れたかたちで設計し、それぞれの局面での展開可能性を
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内部に含み続けることが必要である。デザインは設計段階で完結したものであろ必要はない一つまり
全体統合がつねに．．．一つの定常系にとどまる必要はなく、揺らぎを内部に含むかたちで設計することが
できる、
　ここにはプログラムの設定そのものにかかわる問題が含まれている．マトウラーナ、ヴァレラの卓
抜な比楡がある　［10］家を建てる場合を想定する。13人ずっの職人からなる二組の集団を作り、一方
の集団には、見取り図、設計図、レイアウトその他必要なものはすべて揃え、棟梁を指定して、棟梁
の指示通りに作業を進める　もう一方の13人の集団には、見取り図も、設計図も、レイアウトもな
く、ただ職人相Elが相互の配置だけでどう行動するかが決まっている　職人たちは、当初偶然特定の
配置に着く．配置に着いた途端、動きが開始される／tこうしたやり方でも「家」はできる．ここには二
つのアログラムが示されている設計図が示された事柄に到達するためには、複数のプロセスがある
ひとたび目標を設定し、それを一一度括弧にいれ、それに結果として到達するようなプログラムの設定
はできる　これは目的合理性を狭すぎるとする構想である・目的に到達するためには、結果としてそ
れに到達するようなさまざまなプログラムを組み立てることができるのである．－t
　第二のプログラムで家を建てた場合には、実はそのっど家の内実は少しずっ異なる　その程度の許
容度のあるプログラムの設定は11∫能なのである．
3　復興のプログラム
　復興のイメージは、ひとそれぞれに異なり、またそれぞれの人に力の出易い取り組みがある．復興
の全体的方針と必要条／牛を設定したとしても、なおそこからプログラムまでは隔たりがある　この隔
たりの中に、さまざまな要因が介在する　個々人の心情や個々人の現在優先的に必要とするものによ
って、個々ノ＼の力の発揮できるところが異な・ってくろのである．また生物多様性という時、「生命・
の範囲をどこまで考えておくのかという問題も牛じる，地球上の生命は、地球の偶然的な条件によっ
て現在のようになっている、火星であれば、別の生命体がいてもおかしくない　生命ということの範
囲をどの程度の幅で考えろかは、生物多様性の維持の仕方にいくぶんか効いてくる問いである．そう
した現実のプログラム設定に関与してしまう要素群について考えてみておきたいと思う
　システム的心情論　フログラムは、そこに関与するノ、の力をより発揮させやすくするものであるこ
とが望ましい．無理やりそれに従っていたり、ただ我慢してそれを行っているようでは、長期間にわ
たり実行することはできない　持続可能性がないのである　そこでは各人に見られる気質が効いてく
る　いくつか分析のモデルを提示する　（1）執着気質の倫理：これは被害・災害（冷害、台風、P魅、
電等）に遭遇した場合、そこからの復旧でぱ、どこまでも執拗に徹底的に粘り強く行うメンタリティ
であり、災害に対して粘り抜いて復旧まで行うt／稲作文化には、こうしたメンタリティを欠くことが
できない　稲作は、花粉の付く頃にはほどよい微風がなければならず、夏には’定の水温と多くの日
差しに恵まれなければならず、秋には長雨に晒されたり、台風に見舞われることがないことが大切で、
多くの微妙な条件が関与する．微妙な条件が関与する場合には、わずかの気候変動でも想定外の作業
や忍耐が必要となるt／忍耐と言葉で言えば簡単だが、実は容易なことではない
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　私自身は、鳥取県の比較的大きな農家で育っている．小学校の頃から、土曜、日曜は親に連れられ
て働いていたので、いくつもの思い出がある．実家では夏の果物の典型であるスイカも作っていた
ある夏は低温で、8月中旬から雨ばかり降り続いていた　最高気温が30度を切ると、スイカはまっ
たく売れなくなる．無理に出荷すると、むしろトラック代金の方が高くなり、赤字になる、小学校の
4、5年生の頃だったと思う．雨の日曜日に畑に行き、大きめの畑を一つ任された。畑一’面には、収
穫されないスイカがおびただしく残っていた　このスイカをネコ車に乗せて、竹薮に捨てるのが仕事
だった．ただ捨てるために働くのである．スイカは皮が厚いので、トラクターで畑に打ち込んでも容
易には腐らない．肥料に変わってくれないのである　そこで秋作の白菜を植えるためには、スイカを
捨てなければならない　畑を活用するためには、ただ捨てる作業が必要になる　その作業は忍耐など
ということでは実行できない、このとき少年の私にも農業は容易ではないと身に染みて感じられた．
農業に比べれば、勉強はずっと楽である．やればやっただけの結果が出る　ところが農業は、勤勉さ、
まじめさ、奮励努力ぐらいではどうにもならない条件が関与している
　ここに粘り強く対処し、克服していくための気質がおのずとかかわってくる　これは粘り強い克服
型のメンタリティであり、・一っ一っ克服していくためのおのずと形成された対応の仕方である．2011
年3月11Hの津波の後に、東北太平洋岸の多くの人たちは、各地の避難所で暮らしていた，水分も
食料もままならず、それでもじっと耐えるのである　暴動が起きてもおかしくない条件下でもじっと
耐えるのである．この執着気質は、回復までは驚くべき美徳となり、どこまでもやり抜くことには適
応性が高い　同等レベルの同復までは、確実に有効に機能する　ただし復旧までの細かさと執拗な努
力だけでは、大規模な災害に対しては、視野が不足する場面に行き当たる一t執着気質は、復旧までは
不可欠であり、明確な目標設定に対してはそこまではがんばり抜く、だが展開可能性については、必
ずしも有効だとは思えないのである
（2）中央気質の倫理：面白いと思えるものをともかくやっていき、面白くないと感じられれば、また
別のことを探してやっていく　一一つ．一一つには、夢中になってやっていくが、別のものに関心が向くと、
それまでのことがまるでなかったかのように別のものに夢中になる　この場合でも、夢中になってい
ることでうまく行かなくなると、たとえそれがパニックになるほどのものであっても、それをただち
に克服しようとはせず、「明日考えましょう。（ピビアン・リーσ）鉄則）という方針で事に当たる　この
やり方では、結果として災害は克服されるが、本人は克服しようと行っているのではな（、ただ面白
いと思えるものをやっているだけである　何か別のことを実行することが基本であり、それは克服と
いうより、選択肢を広げ別の選択肢を採用することで、別様に行為するのである　そのことで現状が
変わり、過去に直面したパニックの内容も変わるのだから、パニックは克服されるのではなく、別の
かたちに変容し、多くの場合消えていく、こうした気質は、物事を展開するなかでは欠くことができ
ない
　先の私自身の少年時のスイカの搬出では、ネコ車の通り道を新たに見つけ、最も効率的な搬出道を
見つけることに夢中になったttスイカ畑をどう横切れば、最も効率的に運び出せるかを考えていたの
である　その結果、捨てなければならないスイカはほぼ捨てることができたが、行ったことはネコ車
の搬出回路を考えることであり、試行錯誤を繰り返して、最も有効な通り道を見いだすことである．
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こうしたやり方は、展開可能性を盛り込む上では欠くことができないつまり直接的な解沃ではなく、
別の課題を設定して、それを進めるうちにおのずと課題を解決Lていた、という組立てになる．中央
気質は、ただ面白いことを探Lてやっているのではない経験の仕方を変え、物事の解決法を変えて、
も，っとも無理のかからない回路を見出し、つねに選択肢を維持し続ける1丁為の手法なのである，
（3）壁気質の倫理：自分の境遇を嘆き、見舞われた災害の本質は何かを考え、本質を知ろうといつも
考え、自分の至らなさを反省し、どこに見落としの本質があったのかを考え、準備不足や用意不足を
嘆き、至らなさの理由が国家、行政、地方白治体等に見いだきれれば、思いのもって行き先が見つか
ったとばかりに外への批判を繰り返L、二の批判の出所になっている自分の悲・1参さを際限なく嘆く．
気持ちのもって行き先を見つけることが重要で、そのさいの理由体質）を見いだすことが重要である
　もらうんそこにはいくぶんかの本質への洞察も含まれるが、この後どう展開するかよりも、現状の
理由や原因、そこに含まれる本質への洞察が重視される．我が身の不運と外の無能への批判がそのつ
と新たなかたちを取り、日々強化されるように思われるが、実際のところは不運への嘆きと外への批
判という同じパターンを繰り返すことが多い　こうした気質は、多様性の創出には向かない　またこ
のタイフには言いたいだけ言ってもらうことが必要だが、本当は一度聞けばよいだけの内容しか含ま
れていないことがほとんどである．
（4）顧瘤気質の倫理・ともかくも年がら年中元気いっはいであることを基本としており、それは無条
件に良いことであるという気質であり、毎日を元気一杯に暮らすことを基本とする　しかし頻繁に筋
違いの元気一杯をすでに実行していることには目もくれない．震災後の東北には、多くのボランティ
アが入り、有効な活動を展開していた．それじたいはとても大切なことである、しかしボランティア
が入り込んだところと、まった（ボランティアが入らなか・ったところがはっきりと分かれた．果多しい
ボランティアの希望者があったにもかかわらず、誘導された地域はごく一一部に限定されていた　こう
した話を聞いても、自分はよく頑張ったと思うだけである　そのっど元気一一般であることは、それじ
たいで良いことであり、こ杁）行動原理の廿組みは、構造上カントの「定言命法」と同じである，異な
るところは、行動の動機ではなく、行動の状態の快が命法の実質的な内容となる点である．カントの
場合、善意志の命令にしたがってのみ行動が引き起こされなければならない　なにかを実行するさい
に、複数の動機が関与することはごく　一般に起きることである　電車で老人に席を譲る場合でも、席
を譲ることが良いことだから、席を譲るというように行為しなければならない　しかし譲ってあげれ
ば、老人がひょっとしたらお小遣いをくれるかもしれない、周囲の人が自分を立派な人間だと思って
くれるかもしれないという程度の動機が同時に働いていてもおかしくない、現実の場面では、動機は
ほとんど複数個ある　だがカントはあくまでも、善意志のみが主導しなければならないと｝三張する，
これが厳格主義と呼ばれる理由である，　般的には奇妙で窮屈なL張である　これとは赴きが少々異
なるが、ただひたすら元気一一杯が動機の主要な要素となる場面では、行動の仕方が類似してくる　主
導動機の均質化が起きてしまうのである　カントの場合には、善の論理学を確定しようとして経験を
制約し、顧痛気質はみずからの充実をもって、他のすべての経験に置き変えるのである
　復興にさいして、これらの気質は、いろいろなところで行動の指針に影響を与えてしまう．原理原
則より、あるいは基本設計の魅力というよりも、体質的に合う、合わないが効いてしまうt／そうだと
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すると各心情資質を総体としてバランスを取って活用することが大tJJとなる、復興のデザインを組み
立てるさいには、これらの心情気質はおのずと現れli→」1てしkう　会議などで構想を練り上げるさいに
は、それらのさまざまな気質を配慮しながら進めていくことが必要となる．官僚は一般的には執着気
質と琶気質が多いのではないかと予想している一
　人工的里山　復興のために導入されるシステムは、基本的に一動作多機能、　一事物多機能となる
建築物は、省エネ、健康増進、美的経験の拡張、体験的学習効果のあるものとナる　たとえば階段を
作る場合には、エレベータを使うよりも面白く、健康増進にもなり、さらに階段を使えば頭も顔も良
くなろのであれば、ほとんどの場合エレベータを使うより±、、階段を使うことになると思われる
段は耐震性でみれば、建築物の重要な構造部材である．現状では、緊急避難路として活用されている
ことが多い、これらは建築の構造的要件である　ところが．般に付加価値を高めるという設定では、
付加価値を減らして最低限の建築物が出来上がる．付加価値とは、外から付け足す装飾のことであり、
装飾は別段なくてもよいのである．こうした装飾的付加価値とは異なり、欠くことのできない必要条
件である階段のようなものに、多機能性をもたせてしまうのである
　そのとき文化的な構造物を、人間の能力をさらに開発し、さらに能力を高めるようなものとする・
文化的、人工的な産物に、いわば個人の能力の多様性の形成機能をもたせるのである、，生物多様性に
匹敵するものを、生物多様性をモデルにしながら、文化的産物にも拡張していくことが、ここでの基
本戦略となる「少々条件は異なるが、人工的な「里山」はis∫能であり、それを実行するのである，里
山でJv間が形成しうる能力は、ノ＼工物の中でも形成することができろ
　このことは「生命」の定義が、基本的には決まらないことと関連している　生命は自己再生産がで
きること、壊れても自分で修復できる自己修復性をもつこと（カントにkる有機体の第二の定義）、自
己そのものを自分で作り出していること（オートホイエーシスの定式）等々のいくつかの基本的な必要
条件があるが、みずから自身の能力を開発しうることをさらに部分的限定を付けてり｛1えてもよい．そ
うなると人間や生命体の基本能力を高めるような設定を行うことができる
　ここからさきの議論は、モデノレケースをどのように設定するかにかかわっていろ　構想のためのモ
デルケースを何に置くかは、重要な部分を決めてしまう
　環境価値は、この場合には、能力その毛Jのの拡張にかかわっている　そうしたノ、．ll的環境の典型例
を、故荒川修作、マドリン・キンズが作り上げた1「天命反転住宅．に見ることができる　［11］この住
宅は、注意の分散を行い、新たな注意が喚起され、次の現実の出現に問かれ、生活能力の拡張に開か
れ、さらに新たな現実が見えてくるような場の設定を行ったことである住むだけで能力が開発され、
その後隙間が開かれ、次の能力が開発されていくような住居である．ある意味では、二れは人⊥的な
里山である　このとき生命の意味は、みずからを多様に組織化すろものとなっている　いわば生命の
意味の力点を代えたのである　（図）
77
「エコ・フィロソフ｛」研究Vol．6別冊シンポジウム・講演会・セミナー編
（二鷹天命反転住宅）
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（奈義の龍安寺）
　野球の札幌ドームは、主として清水建設が手掛けたものである　ドームの周辺に緑地帯を形成する
ことを条件に、清水建設が落札した．これじたいは従来以Eに環境配慮がなされている，だが緑地の
⊥夫は、建築会社だけではなく、生態学、生物学、環境科学を織り込んで設計し、小川を引き、境界
域、界面を多くして、創発の可能性を高めていくことが必要となる，境界域は、っねに複数変数が関
与する事象であり、一対多機能を実現するために欠くことができない　こうした工夫をそれぞれの局
面で実行し、多くのモデルケースを作り出すような実験的で、試行錯誤の局面にきているのであろ，
すでに多くの企業が試行錯誤しながら取り組みを始めている　［12］そこから有効なモデ・レケースを取
り出し、その先の展開可能性を見出すことは、大きな課題である，
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This　lext　is　collceming　the　investigation　and　examination　of　the　diversities　of　natural，　biological　and　cllltural
systems．　Firstly，　in　both　natural　systems　and　ecological　systems．　several　kind　of　automatically
self二110mogenizing　mechanisms　are　operating．　It　is　necessary　fbr　aiming　to　the　maintaining　the　diversity　of
systems　a　moderate、　technica1，　and　artificial　intervention　by　man．　Secondarnyパt　is　discussed　what　value　is
related　to　the　diversities　of　systems、　Tbe　value　llas　something　to　do　witll　a　culnlre　that　touches　the　internal　in
the　life　and　the　body　Thirdly，　the　classification　of　an　ethical　humane　character　and　the　possibilities　of　the
artificial　satoyama　are　considered　with　examinillg　the　necessary　conditions　fbr　the　required　program．
Key　words；　Entropy，　SelfiOrganization，　diversities，　artificial　Satoyama
80
生物多様性という課題　東日本大震災からの復興を視野に
発表資料河本英夫
璽洋文撃「工二・フィ篇ソフ幻撃鷺碩箋寸ニシア予どづ糟裟抄1
宝瀕trミ学一
復輿のデザイン
　　自己多樟北するシス子ム
2m；∫日’‘捲
東洋大学文学部裟学私
薄本葵夫
?
多様盤の条件］
　　　　　　　　さ．≧パドこ葺堤｛こs，ぴ　戸三㊦鍵プif三　已琴㌔／戸
z・「急、τ∋肖」ζ’　づ菜／9r／・．夕・’・簿窮ぺ　e㌻ヂ噺li誉覇蟻ぼ㌻ド
が逐を5’　　　石㌫ヌご古芯」・’9己
　　　　　力鰺人ほ、藩輻誉鎖廷〉∵二娯ぷlfr　r？／・ル’t　O’「
　ほ江・葵r，tう1　三㌘滋ぎ　　こ云’ア）〉擁ゑ、ξ苦員
C働・r竺
｝パ議工惣塗莞性万　，．三：，～戸パ《・｝ぶ・s讐緯．’・s勢i
㌧しノ㌘熔襲3R書竺呑L三形聲’〔ぷ鞍蘂，ζ．し珍合診プ。音ρ雪卿玄惣、
　　ちち1「タ　多孫告ご、唐淫一9て、い　ti，一ン1舷ぶ多磯惚
雰vaL　．r．ジスベが恒言途六1て9，　．e，，
・⊆一 @　ジ渋当1にな．」宏1・已・ぽ1デ．・釜孝ぴ、o毒i弓蜜IJ　s”・t・・ア、・
亮㍍i三穣芯恒珂“㌻rヒ万　⇒《墓一から〉’t／こい・．茶「ぷi3：ξ汚
£う㌧ぶ＿t．＝王タ」rいttコ
冶・，：”’一．x〃一’／一．tZ放Tt　c恒　液㌔パ㌧η‘1コ〉⊆、吉．琴紮：ヅパ』・・ス
〔、 ﾎ壕・、／。・’i’
?
多穣性の条件2
芭二≧←うrl　已己竣蕩’こに∫養∬フ絞⑰ぷ一つ力1イ∬’鞍邊懲t藝，
㌘麗壌き・て友’、、惑巻苦鷺春．人掻雲ぱ）イブ∫惑〈タ’一巨己鱒已tteそこ漢
ぷ簿と多｝る．．置汀ヨ笈丁る．’ス丁ムてあξが、　えd．コ．＄戊しぢ一L’＼㌢
s’P，・F鰍ｳ恒1いξぷ「パ弍と茸10数今漬壌休事※緻てきメ　ぶ：．さ撒るア，
傍璋舞ぴ　1仁sδ）蕗㌢ア・鷺1㌃、弩勾．○・の潔紗　甑騎逸∵！『〉
竺已預壊◇る1蕊苓き○辻ミ多縫吉蘂が子き一，　蟄区の蔑泥郵珍◎鰯
，至ぢ表パ・変ξ’コてミ、涜春蓉三＞i竈套⊂巻古，こんて1？／・／1，⊃繕レ∫蒙｛1釣安
遼当お・．夢ξ　難轟娘逗」こ　L；：綬鍵ぐ峯停1ぱ力摺大一あそ了～ぷ
撰濁ぶ径．五‘㌶、い叉吉タ蓑《轟構逮膓それu・．ゲ了ぶ多横’ご夕｝形鱗
：／〉｛馨☆※改「一しるワ｝へζ㌢い
難釣難尽，71．“・／てヒぼk、禰ひぎユ湾ぷにさぎ♪咋紗ぽ♪　’穫べ㌻ろ
護撰務き鍛熱・『筥三バろ之＼あるいし1系：六⊃1に　窟蔓x．がぶ歎．つるち
　移蝶擦㌘’9の渓・・”－trてご
　　　　　　　・ぷ．’〕…ぶ’．㌧ぶ蒙ごノi、諺・ミ・．万ξし7）バcぷ行
・そ』～’パ∴墓⇒パ、を宏〃計変わ㌧．…／：フltt　，籏窃／c　t；〉◇、う、ゴ
、＼渓珍
? 復麗の崇件
緩子・㌘ノスr．「．□逗叉．二tti　l；；．ぺ臼スロ惑、．蘂の哀：封少千墨塗“
皆蕗嬢※○絞争テフし江・・兇S事汽ξ｝壌澄㌻了、シスァ∴の繊鰍．こ．鵜霧
　　こ尽μ、・の避莱∵餐濠鰺萢舞価÷”、・，合いカミヌれ寡バt～・之な
ぷ芝㊤鞭遣了／澱’ゾeべ戊ぷ’：司、苓へ轡〉ぷ銭1／r；鰯’iて∫：三戴㌃曜’is
ぞ’1・．力た↓ゴ，T≧〉さノ、る微抑扮kLぷジ豊シ※〕をごゾ㌶・※｝ぴ溺「
に然鑑斑二し
笑蕎ピ蕊伐口綾災享　ぺ人菜．w胞与聾幼・．よ’二　難冷、が夕窒’／．／ド
　「ご甥藍しパc湊に㌔ジ　“一撒t憲・、鷺毒鳴忍礎sご条迄「1．‡ふ裟
㍗パ㌦鷲慧3をる・¢罵才て・：ISW一δち．頑1父のンステムぜ。瓶雄
黍パな愚ぷ♂驚，嵩○勢i豆ご」2談～・二ぼ
パ’湾惣お繕　パゴノど・乞ご戊、”t、・、．．！i’弩主樽ん　：ぷや亭あ三
二れ，・トひ　　，、叉痴）／郵㌢ぶ・ジ入　緯舎ち狐≡弓藻メ、・」「．ε敦芝・£k’
．いぶ階1久懸六照・∨箏。．慕培蕊ノ〉袴El／い「・ぽ！六≠さ撫’ぶ浸〔、乃
ゴ／、ラム：）忌『「
恒頴ミ云念・憲｝　綴液　ぜ烹馳察ゴく借　ぶ㍗昔窃ノメニ右・11，・瓢フ
　　　・ぺ．・項藁ご　纏ガニ／iアンプでξ、のか
?
＼還
いくつかの難題
を妻》ご籔ゴ汐び室凄Fぷ漠1〈弓「ずきる．：一還一〉きどrl芳㍉㍉≦」妙甲亘
京てパ頑㍍㌻健越し、鶏膨力；蕎落わ、二分豪〉ぶ五干公生き残ソを綱r’ヂ
漫櫓が票望i＿熱㌧ほ斉㌢注ご：借二遥畷竺密，恕三函，・．ぷ三．．43パ〉叱蚕
♪ごξ・遠綾餌湾苦嬉，〃ぺ鰍〉．ζつ一して1、〕’・パジξ）己丁．か
があむは、ジ藩が勤を行う＾どr、tでき養
二露蕎宣弛蘂蓉　㌧ミ・ぷ㌘舜ター7きぷZジ態ぜ方汽涜のな←ダζ㌧〈一ぴ
警姿箒，綻ジrも　　　　三箆漫nt寸　麟匙鬼つス・議衰よしば．／t・ぱ
薄い誉裏言て誇ぷし㌃・卜閣ゴ、日巡☆寡いそだ移㌦渓ξ〉も諮鯵蝋ぷ
赫～、壬だ熔談るMlミ璽．了〉篭窯⇔磯羅ジ無いてし享う　宴へ×Pゴ．草
修　　こ≧i蜜まて；スト巧・う肇㌧ノざざ◇
⊆怒ピ「乙籔邊仁．ぷ亘鵬、ミ孫驚黎螢弦ジ）ビ言駕’い1ご浮ζぷ・　真斑
1＃t変蓄の違dぶ饗パ～ξ繋蘂・鱗怒携ようぶ滋翌数ぷ・才　項遍’≠嚢け
ぷミこ．巾しrづ、　’／コニ㌃ご㌻，℃x、．糞「∈γこ〔ζ可起危亡ぴ・ξ三い
?
o．5
サンプルに重安定性）
「』『－wrP⌒一一「－eVi　　　　　　　　　　　　　）
f960奪代～
　惚70烏…代刑準
??、
?????????????????
蕊蕊
．スよ・．　＼◎
　●　き　　働　＼、、
ー」」?
o錨一碩　馳　㈱　e．as　螂　㈱
　　　　　　　　全リン濃SC　；mg　L“’a
国1一オランダ，ベル工湖の富栄養化過程（○〕とモの袴復邊
程く●）で見られたヒステリシス（頒い破縁とタ…印）∴
81
「エコ・フィnソフィ」研究Vol．6別冊シンポジウム・講演会・セミナー編
再隻の基礎的菜件
　　　亭
云夕　”
芸　　　「　　　、
tt　　　a’／
?
?
’t　　　　tt　常
「・狽煤@　　¢　　　t、
　　　　　“　　
シ／
?
百1　／／t、＾
再生の前殿階
・．　w　，　　「　■　　　’・　　　’；t
：　．　　弦　・’　　”
尋・　　　・　「
、　ウく　　　　　　　1
　　　　・　　　　　　ジ　．、　　　　　　　．tt　　　×5
　　　　　　《　　　　　　」
t／．t@　　一丁、　一　㍉
1　　A　　　　　、
’　　　　　tt心　　　’
　　＾　　　　　　t・e
へ　　　・　ど　蓋　　　　　s／／t
」　　1
．ぢ∫ご　。．ご
????
多霧磯二するシステムの基本脊多
e霞適鷺ではなぐ多並行複数解｛ベスト・ミッカ
　スではなく、ベター一・ミックスズ）
・多璽機能性（特定化ではなく、一藁象多嬢実
　、一藁態多機鱗、二璽作動の蕃遍化
・窒体統合ではなく、マルチコネクシSUンチャン
　ネル
??、? 　　　　　　　　ざ欝生のづロワラム
・裳㌫建マる炎蓼をでざ寸え惚人六つcr＞灘人だらcる一忌公薬口桑乍る
　　・一歪の嫉密こは※芸射灘．；治・ξe＿・・）Pワトその緒泌※寡叉、泣t’｛
　’・・てぽえ練菜を縁ぼし㌦導二c紛逗二τ透ラーら誉9・ぶ灯る…ξ、う
　，方ぶべ，♪、の簸還にi乱毘●乞図も、毯俗区、レづ芦ウトぐな＼“．？f職A、
　拒繋㌣籟るの疑藪子げごど「｝イぽ轡恒・が熟疹つ〕二いξ薮．㌧ご⇒｝丁：ttt｝
　碧、涜竪籍ざ沿配活こ薦／訟新≡：マジ’た渋蔑ぷ巧が閤≒こさ㍗’る」～註
　託冶ノ．ちごξ壕ぱてき惑
・　織ノ㌧．芯は，已骨乍．㌧，t・ゴロ約竺　ていを轟’を導る＿，il　tt〈、癒み咋る　そ
　治た万一膓）渓、のフW←スぐ霧を弓乍ヅ’楊石ぐ㌧災，紺）つだ顔己・ぢ1〔惑
　ア己魔ぐ・てきる　ハ予で戸冗）摂をが露
・毅計忽てボタ♪ゾニ翌鰐二1’、竃する亡文、、ぶ竣塚のフロセスがるる馨
　癒葬藩C入鰯、鎗茅埜＼目三勤＿靭淳L’るようC⊃口〔〆7ムロ〉鍛ヌはべ
　争巳⊆己＾蕗奮㌻三ごぱいが芯；菜戸しr三懲コ逗㌻るフ山曾．べ力］
　苦㌘蕎る
?
システム的心情諭／
’鮫苦気鷺鈴憧理：㌻スダ庄　捲蓄・災害淳蜜、誓㊧芸慈ぷ・があ／そ
　、力・らの嶺ほ℃輻濫まて之系＆羅ミ傷※㌘’ξ「がンダ戸・て董こ1ぷ
　蜜ボして絃ざぬい㌻塗｝ヨ言てY亭で「｝苛礁ぱ、多〔の惣鯵な斧ぷか鱗
　与して『ξ・1・1ぷぐ舜藤妄の被護完≧冷い二％○、．れ’tS一蟹・諺㍉主ほす
　熟、つ一衰ぺ戸．’1＿蔭籔ジ芦：戸対丁ぺぷ∠i．吏緻ヌィフ・の漬桑駆1iい
　鋏iパき，・穂遠、ぶ遷、法難、s《多壕謬て膨♪∫、そ対に1婁し『こ繰ハ／覧
　籏し㌣’，t’〈蕗已計あ・∴そフ〉咳援の多濁：べ．、て。多くの惑良品獲の融蔑
　のぷう「一川・ピ・多砕馳竺雲一る窪涙しぐきただ’・三犬を文災瑠．ただ㌻に；ス
　iできるも鈴rはないあるい叢置力ぢ萎1喜叉縫磐．ない
・る宍気蓑鐙寅鋲言塞薯鐙捨忘い．レ忍署そ～もuピコひ〈三や・．丁い査
　♂白くないξ懸しらピれば、事た言ぐの。，こ※佼してぐ㌃叉い・こと1ニロよ〉に
　i蓄治淡烏が変れふう〆．－」一’t，le・）蕗ぷC噺分1一蓼「ぷ一㍍三こナ’纏て斎
　る毛のを鐸ヲ　うまくい黙ヴハ『・1・々に㍍♪パぷ主羅零ジ窃γは万＼⊃影
　tぷ活えまLふうパ西戸ン・i，｝，の萩翻当、S総㌻る．．れおき㌘治鯵㌘
　ε奪フそこ（・ぐあ蕩賠藁どして兵審z克綴さ範るび）て膓⊃て、kK人丁、ゴ
　f一蚕eeい♪彩ズろ乏ぶ蓬ウーてい惹’「iすで轟δ
?
饗、
システム的心濃諭2
・餐気裟び）燦潜1塗ん∫o境惑s嬢き．泡一＼ク〉金らなさ蒼叉翻ハrt．．．「〉見珍
　烈乏㊧ゴ〈導〃紗9妙・考ぺ’ノつ〔否ら仁ズの｝崖慾が柊麟審メ，ぱ
　壊℃培紺葱縁i’あ力は、鰐い《二｝〉もゴ渓鐸き異知舅」：裟’憶一，ごはぴ・川一、
　縷会バあZ．ば爪へ魯ξ鮮き濠1；糠i，、勃が妥を議くそ一1パ‡いξふんか
　，tt欝へ〃）蒋寧がご○つ．る籔が聾鈴工渥と惇）褒零∨頚ポ1めくそぱ3つ
　と新覧な形となソ、巳夕強≒ヒき罰るが、写しいター一ン芦芸》δ夢摸惚の
　藻ぽに沽、不ヒξ∋〔あξ
・棄蘭熟餐泊繍啓そρ）つとちたひsこ㌻ら支気いつiぎい「浮パ＿ζδ※．無
　炎ぷ：窪ぴこξ馳一こ黄毒ごいうエ　Pt；．きξち、毎田歩兄烹一秤i：霧らそうc
　》るパ銭蟹に宗藁い（7）元驚　蛎を事ξ1一遼・ラしていぷづに8㍍もく袈穣
　い
・冬・1）鱗資繋多態簿とし’vパマシ・スを・㌘．璃諺裳彗るこ｛：ち㊤、亭Sきが
　ぷ、る
???、?
82
生物多様性という課題一東日本大震災からの復興を視野に
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　藻
　　　穣禽纈題解決のシステム］
・　ば念c’ぷ　　い91抱〉、T　，ぺ1’r／di’　　i李三aゴバ　9㌔乱　蓮態　謡鵜　↓
　騒ら・’㌔壌ぷ．ぷ／｝「＾　e；　：’／／1．／墨♪．’・、♪　ミ　　’㌘’；、．へ　〃　叉・い
　5バtt，’1．Lt㍍・硬必r：ぼ　　琿㌻∪・∪∫ぷ「膏t　，t・t－∵豆　『茸・・r±s磁u．一♪
　3fiも1ベバ．》　糖＝沿”㌢仁T’i．s・膓．　二，八　フ1ポ秩ぽ　議＃　㍉〆w
　、袖㌻㍉　≡逆パ　　：1　三川・、、・注嚢丁ぷ・梁ゑ㌻ビン・　夕、3徽㌻　・
　「ζ、　湊芸ひ蓄t　’き’〈、z蒙1　≡〉　’）一　・｝・：　慾’蜜「「「惑巳／’デ／
W導6「含驚1コ○宇　　；き・．託．し　；ミ、’－z，∵t、
　∨㍉1　・ハ　」、°tジ：蚤湯～』　・、醸「〆t’芯1’びシ㌢．渥　．・蒐　　子戊〃鈴蚕’9「
　・tl　tl・・二、已　：暦．㌧「2『、　芝ご．　　、、’Yそ㌣’一碁蕪二□　宅二，ウ：tZ．
｛｝§豪． ･逢　　　、が　　淳涜ピ絡パ／・Vえ；芸1蒼二　ti・．「．㍑・剴　よ　そttき曙ア
　・f・atttt．　＼、馳ぐ．　　　　ぶ　s⊃　．三’菜『㊧’こ：、・　ご辞　蒙ぎド　㌻懸謬ミ）．
　二．11「「　t、t撫つ…墾ス三ご『・湶　　　慈羅奏s又：・δ舞二宅・tt『，’
蒋身・お翻；　ぶぺの1，，・ピ　”♪　　｝’・・1　・　パ’・鮎旨一川　¶〔”：
　記L・かtS／・菜ミパM酎音“・㍑、ヨゆ’該ぷ　一ヤ1轟↓．：　一、P「渓一
　　　　　　　　　　　　　　　　　　i
　　嬢禽漂選灘源のシス子ム2［き　　　羅
｛芸・ぽx）㌘ft、灯ノベ’廃奨ミ｝，19＞ぶさ牙｛レニ巳r3　sl・：，「・ば冷
（ぷパ＼「当汚ぷチh㍉え巳ん逗、ポ騨≡「、衷警い熊㌧1撃麹三「。
※葺：ちパ　ー・・’ぷ当、ぴゾ＼・i’／ご薫t・tt・べ4ぐ「ゾ1・二賀”鷲v㍗　「i－；，
鈴ジ・そ・さぐ・の苧巳リパL．い、．タニぷ1・☆ジ咳・一謬＼．F．・二びつて，冷ご㌃、こ
i、⇔筏パ
三彩「膨浮鰹｛㌦L、次⑦境宰5）、⊥、憩二繋ヒ1＞　．1、．．歎か戸ば芯・一一1
tS・，、k’F・iタ・了　、鐙宴鳶囎えご・，ゴiば㌘．退（「〕ロぷ1、；、ヂ；1ミi－1：r弓
壁膨，
　万♪返汚尉・．叉マづ／・’㌧夕方劣xσパき縫⇒こ：パ：『ぜタ壌ちぺ茎ぱ、
、・ sミ）　㌧ご曙紅二・
、、TFご衿窃乙三葱㌢＜ボ，1’i了ご、ぷ／ヒ・・びsl緩ρに　’：会～パみ
f’：．・／壬絃段’」・｛裟〃．r・i．い膓：已ゑ互
　　　複舎驚題彰決のシステム3　　　誓
㌧議言蟻ざ鷺ξ㌶㌘㌘誌㌘ぷ㌻㌧
　㌻黙答．ろ・⊂、1〈，ご　s上蒙ノ『奈／苔『ユ、窃1灘ぷ窓ψ繋」．　・ゴ写・巨・芭で
　il．壕㌢ぷご丁三　ユ鴬ぶご生ぷC異、ζ濃・ぱ玄ノ〉コ㌘，緩竺機叉↓・
　t噌ξ　■i募祭　　▲重乞た；の鱒3三鰺・ヨ三／’猿ご謬、㌃ご1　該」ミぽ男
　えド，．、撒　．尺竺え孝力芸ぷ）ζ三ぱ，・－z、・：パバiξ　嘘含磯舞贈一．ル
・　ノ、1套．・㊦やざぷ，へ，きみ　蔑バ元》ψ登Zl協ミ／も〃彩ざペミ、三ぱ）㍉⊆竪
　寧∫パコミごぶ考　ミ・　7．1、1．叉「ぺ宍寮蒙入㌻ミ、／：f　I惑＞i｝萎×
　毅の誓入合；・τ三二、斑慾（「骸げ、r？良碧ρ：；パきマえガ；話雪ぎ；態、ぐパ
83
